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新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
菅
谷
２
区
は
、
菅
谷
公
園
・
な
ご
み

周
辺
、
近
隣
に
小
中
学
校
の
あ
る
文
教

地
域
で
す
。
約
２
３
０
世
帯
、
旧
来
・

新
転
入
の
方
が
混
在
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
事
業
な
ど
を
し
て
い
ま
す

　
①
「
ま
ち
づ
く
り
会
」
は
「
地
域
を

歩
こ
う
」
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
然
観

察
（
約
50
名
）
や
隣
組
対
抗
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
②
「
元
気
の
会
」
は
、
沼
田
市
南
郷

曲
家
で
研
修
（
昨
年
）、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
等
で
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
③
「
有
志
」
に
よ
り
小
学
生
の
登
下

校
時
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
④
菅
谷
・
津
嶌
神
社
の
夏
祭
り
は
、

７
月
中
旬
に
、
大
人
・
子
供
み
こ
し
、

芸
能
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
抽
選
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
⑤
「
サ
ロ
ン
な
ご
み
、
１
・
２
区
合

同
」
は
誕
生
会
、
物
作
り
、
歌
唱
、
お

茶
会
等
生
き
が
い
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
⑥
「
嵐
山
夏
ま
つ
り
」
及
び
「
町
民

体
育
祭
」
等
は
区
民
全
員
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
親
睦
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
人
が
お
り
ま
す

　
①
広
報
嵐
山
11
月
号
、
総
理
大
臣
、

町
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
「
百
歳
」

祝
状
等
が
贈
呈
、「
小
黒
キ
ク
イ
さ
ん
」

は
元
気
で
新
聞
を
購
読
し
て
い
ま
す
。

　
②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
民
放
テ
レ
ビ
出
演
多
数
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
の
会
・
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
前
代
表
理
事
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
、
生
物
保
全
に
寄
与
の
方
。

　
③
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
合
格
十
数
回
、

同
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
、
又
あ
な

た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
て
自
作
曲
を
放
送
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
主
催
素
人
う
た
合
戦
全
国
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
等
、
多
数
出
場
の
方
。

今
年
は
こ
ん
な
事
業
等
を
支
援
し
た
い

　
①
嵐
山
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

支
援
及
び
災
害
時
等
要
援
護
者
に
対
し

て
西
防
災
会
、
民
生
児
童
委
員
と
連
携

し
て
、
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
②
緑
豊
な
・
安
全
安
心
の
町
づ
く
り

の
た
め
、
消
防
後
援
会
と
緑
の
ト
ラ
ス

ト
事
業
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
川
島
１
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
紹

介
を
致
し
ま
す
。

　
「
心
に
ビ
タ
ミ
ン
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
彩
の
国
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
（
弦
楽
四
重
奏
）
に
よ
る
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
平
成
24
年

10
月
８
日
㈷
に
開
催
し
ま
し
た
。
大
勢

の
区
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
わ
か

り
や
す
い
ミ
ニ
解
説
を
ま
じ
え
、
奏
で

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
酔
い
し
れ
、
時
に
は

演
奏
に
あ
わ
せ
口
ず
さ
み
、
最
後
に
は

全
員
で
大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。
秋
の

ひ
と
時
心
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
少
し
で
も
「
心
に

ビ
タ
ミ
ン
を
」
潤
う
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
次
回
も
区
民
の
皆
様
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
川
島
地
域
は
２
月
節
分
祭
か
ら
始
ま

り
、
七
月
の
夏
祭
り
（
神
輿
）、
８
月

納
涼
大
会
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
現
役
員
は
も

と
よ
り
、
旧
役
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ

て
い
る
「
い
ち
え
会
」、
川
島
会
（
旧

青
年
会
）、
婦
人
会
、
子
供
会
、
各
種

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
事
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
平
成
25
年
８
月
の

納
涼
大
会
は
30
回
目
の
記
念
に
な
り
ま

す
。
準
備
委
員
会
を
設
け
、
30
回
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
納
涼
大
会
に
な
る
よ
う
、

検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
是
非
大
勢

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
島
１
区
に
は
若
い
世
帯
の
方
々
が

少
し
ず
つ
増
え
て
お
り
ま
す
。
安
心
し

て
子
育
て
が
出
来
る
よ
う
に
、
お
年
寄

り
も
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
安
心
安
全
な

地
域
づ
く
り
に
、
現
役
員
と
も
ど
も
各

種
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
り

い
っ
そ
う
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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　確定申告で控除を受ける方に、控除を証明する書類を発行します。

　   （１）～（３）すべてに該当する方
　　（１）おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降
　　（２）要介護・要支援の認定を受けている
　　（３）介護認定時の「主治医意見書」の記入日が平成 24 年中（介護認定の有効期限が 13 ヶ月以上のもの
　　　　 は前年）で、寝たきりで尿失禁の可能性が確認できる方

　※初めておむつ代の医療費控除を受ける方は、医師による「おむつ使用証明書」が必要です。
　※確定申告には、おむつ代の領収書も必要になります。

　　　問合せ　長寿生きがい課　長寿生きがい担当　☎ 62-0718

おむつに係る費用の医療費控除確認書について

　町では、有用な人材育成を図ることを目的に、経済上の理由により高校、大学、高等専門学校、専修
学校への就学が困難な方に対し、無利息で奨学資金を貸付けしています。
　これは、資金を在学中に貸付け、卒業後、計画をたてて返還していただくものです。奨学資金の種
類、貸付金額は次のとおりです。

　普通奨学資金
　　高　　校　　　　　            年額18万円以内
　　大　　学　　　　　            年額36万円以内
　　大学（薬学部）　　　　　   年額60万円以内
　　大学（医学部、歯学部）　　年額120万円以内
　　高等専門学校　　　　　　   年額24万円以内
　　専修学校　　　　　            年額20万円以内

　特別奨学資金　(入学金に充てるもの）

　　必要な方は、こども課までご相談ください。

　なお、貸付けを希望される方は、奨学資金貸与申請書等（こども課にあります｡）を ３月８日㈮ まで
に提出してください。

問合せ　教育委員会　こども課　学校教育担当　☎62-0823
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